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（お問い合わせ先）公益財団法人 日本関税協会 教育・セミナーＧ 
TEL：03-5614-8875 FAX：03-5614-8876 

▲ お申込みＦＡＸ番号：０３-５６１４-８８７６ ▲ 

公益財団法人日本関税協会：主催 教育セミナー  

中国の通関と貿易 
        ～その現状と問題点～   in HAKATA 
【講師】 岩見辰彦氏 ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｋａｎｚｅｉ.ｏｒ.ｊｐ/

 

 
７月５日（金）中国の通関と貿易─その現状と問題点─ 

□賛助会員 9,000円    □一般 12,000円 

←該当の講座をチェック

して下さい。 

御社名： 部署名： 

（フリガナ） 
ご氏名： 会員番号（６桁）： 

ご住所：〒   － 

（建物名含む） 

     都 道 

     府 県 

電 話：       －       － F A X：       －       － 

E-mail： 

●受付後に請求書の発送や受講票のFAX送信を行いますので、ご住所、電話番号、FAX番号は必ずご記入下さい。 
複数名で参加される場合には、本紙をコピーしてご利用下さい。お申込受付後、請求書を送付します。同封の郵便振替用紙をお
使いいただければ手数料はかかりません。入金確認後、受講票を開催日の２週間前を目処にFAX致します。当日は、受講票をご
持参下さい。なお、お振り込みいただいた受講料は、ご返金致しませんので予めご了承願います。お客様情報につきましては、
適切に管理し、セミナー運営及び当協会の事業運営のためにのみ利用致します。 

 中国の貿易制度、通関制度、物流システムの今後は？ 
加工貿易の改革、内需拡大、地域格差是正等の政策は、中国の貿易制度、通関制度、更には物流シ

ステムへも大きな影響を及ぼします。これらの中国独特な制度・仕組みについて改めて足下から見

直し、理解することが今後の対中貿易を続ける上で必要不可欠です。 
これから中国へ進出する方、何らかの疑問を抱きながら取引している方にも是非ご参加いただき

たいセミナーです。解決の糸口が見いだせます。 
両国は、微妙な関係でありながらも最大の貿易相手国であることに違いありません。 

 

  ■日 時：博多会場 2013年７月５日（金） ９：30～16：30（同上） 
     午前の部(9:30 ～ 12:00) 昼食(12:00 ～ 13:00) 午後の部(13:00 ～ 16:30) 
■会 場：（財）福岡県中小企業振興センター（福岡市博多区吉塚本町９－15） 
■定 員：60名（先着順）※定員になり次第締切 
■受講料：賛助会員 各9,000円／一般 各12,000円 
                     （いずれも１人あたり。配付資料・昼食代・消費税込） 

■お申込方法：下記申込書に必要事項をご記入の上、このままFAX送信して下さい。 
■申込締切：2013年６月21日（金） 

  

 講座内容：  

 Ⅰ．新たな金融危機と中国貿易への影響 
Ⅱ．加工貿易はどこへ行く？ 
企業構造から見る中国の貿易／対外貿易と加工貿易
／加工貿易に見る問題点／加工貿易を巡るシステム 

Ⅲ．中国の物流を見る 
中国物流の全体像／中国国内物流の問題点／物流業
調整と発展計画／中国国内物流をどう見るか？／中
国との国際輸送 

Ⅳ．通関制度と貿易管理制度 
 中国税関と人知主義／通関制度と問題点／HS番号に 
 関心を持とう／様々な貿易管理制度／中古輸入設備 
 を巡る問題／その他の検査検疫制度とCCC制度 
Ⅴ．中国の保税制度 
 保税制度の種類／保税制度をどう利用するか？ 
Ⅵ．中国版AEO制度について 
 AEO制度の概要／AEO制度の運用によるメリット 

 

【講師】 岩見辰彦（いわみたつひこ）氏 
1963年慶應義塾大学経済学部卒業後、三井倉庫（株）に入社。1985年～1986年ニューヨーク現地法人勤務。帰国後、国内業務、国際
部勤務を経て、1992年～1993年中国駐在員として上海勤務。1993～1999年、国際輸送事業部並びに役員付、営業部所属。1999年～
2001年、再び上海勤務を経て同社を定年退職。その後、東京倉庫協会常務理事、専務理事を歴任。 


